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別紙３：評価基準（九州陶磁文化館のデスティネーション化・文化観光ハブ拠点化に伴う基本計画・

展示基本設計・文化観光ハブ拠点機能追加施工業務） 

 

 審査項目 審査基準 配点 

技
術
提
案
能
力 

実施方針と基本的な

考え方 

・ARITA プロジェクトの内容を理解した提案となっているか。 10 

・九州陶磁文化館が文化観光拠点としてなりうる提案となっ

ているか。 
5 

・上記を踏まえ、企画力が高く創造性が期待できる提案とな

っているか。 
5 

ターゲット区分と達成

目標について 

・国内外の観光客に訴求するターゲット設定と訴求ポイント

が提案されているか。 
5 

展示内容 

・やきものの魅力をよく理解し、分かりやすくインパクトがある魅

力的な展示空間及び演出の提案となっているか。 
5 

・国内外から評価されるデザイン性に優れた提案となっている

か。 
5 

・運用面を配慮した実現性の高いデジタル技術を活用した

提案となっているか。 
5 

・来訪者に有田地区及び周辺の陶磁器産地への周遊を促

す期待が持てる提案となっているか。 
5 

実施スケジュール 

・クオリティの高い改修基本計画・基本設計（一部施工を

含む）を実現するための工程が具体的に検討された実現性

の高い提案になっているか。 

5 

業
務
実
施
能
力 

業務実施体制 

・今回事業を推進する上で的確な分野を設け技術者を配

置しているか。 
10 

・配置予定技術者の実績はあるか。 10 

プレゼンテーション 

・説明が分かりやすく、かつ、本事業に対する熱意が感じられ

るか。 
10 

・質疑に対する回答が具体的かつ的確であるか。 10 

経費の妥当性 ・経費の見積は適当か。 10 

合     計 100 

※最低基準点は５０点とする 


